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（Ｈ２３.4.１９（火）13：30～田辺市民総合センター 機能訓練室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者／39名（委任状・102通）
議案
①[image: image9.wmf] 平成22年度事業報告　　　　
② 平成22年度収支決算報告及び監査報告について
③ 平成23年度事業計画（案）
④ 平成２３年度収支予算（案）
⑤ 支部役員について
以上が提案され、すべて了承されました。
※詳細は各報告書／提案書参照
・・・総会以降に新規入会された会員さんで資料のほしい方は事務局（田辺市
地域包括支援センター）へ、お問い合わせください。
平成２３年度も、これまで同様、会員の資質向上を図るとともに、これまで関
わりの少なかった施設ケアマネ（計画担当介護支援専門員）の研修を充実させて
いきます。また、保健・医療・介護の連携にも引き続き力を注いでいきます。
今年度も、よろしくお願い致します。
＜平成23年度　役員＞
[image: image10.wmf]支部長／初山 昌平　　　副支部長／榎本 貴美代、　木村 比佐人　　
事務局長／井田 範子　　　会計／砂野 典香　　
（研修部）
玉田 憲輝、　土井 郁夫、　高下 奈穂、　崎山 賢士、　玉井 義委、
龍神 沙織、　中谷 さゆり、　中本 吉彦
（協力員／木村 真樹 ※総会終了後、支部長判断で要請）
（広報部）
岩成 勝、　横畑 修、　嶋中 多賀子、　玉置 政也、　村上 由美子、
福田 節子
（監査）
小川 すがみ、　大野 大太
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＜定例研修会＞
[image: image14.wmf]「アセスメントの視点について～ＩＣＦの考え方をもとに～」
講師：上田　裕子 氏（和歌山県介護支援専門員指導者）
（Ｈ23.4.１９（火）14：00～田辺市民総合センター 機能訓練室）
参加者／69名
　　　今回の研修は、ケアマネジメントの根幹の部分であるアセスメントについての理解
を深めることを目的として開催しました。
その人らしい生活を送るためのケアプランを作成する上で、「その人らしさ」を捉え
るためには適切なアセスメントを行うことが重要です。基本に戻って振り返りができた
[image: image15.wmf]ように思います。
＜主な内容＞
・アセスメントとは、「情報収集」と「分析」により問題状況全体を把握する作業
・アセスメントにおける介護支援専門員の視点
生活の全体像の把握、自立支援、尊厳の保持、生活の質の向上、
生活機能の維持・拡大、役割の再構築や新たな役割の発見、
リスクの軽減、サービス利用のアイデア
・「ＩＣＦ」の考え方　・・・生活機能障害として捉える
⇒すべての関係者の共通言語として作られたもの。マイナス面ではなくプラス
面を重視。個々の障害の状況だけでなく、環境面の影響も含めて生活機能を
考えていく。
・利用者は強さを持っている存在
　 　⇒本人がもつ「力（ストレングス）」を生かすことで、主体的な取り組みにつな
がっていく。
・生活全体を捉えるための情報収集
　 　⇒何のために必要な情報なのかをきちんと捉えておくことが大切
・利用者の話す訴えだけでなく、その背景にある生活全体を考えていくことが大切
　　 ⇒生活ニーズにつながっていく
・介護支援専門員と利用者の協働作業
[image: image16.wmf]
「アセスメントが苦手」という方も多いと思います。普段の業務のなかで、
アセスメントシートをうめることばかり考えていませんか？　
情報収集も必要なことですが、それを「分析」すること、利用者の生活全体を理解し、解決すべき生活課題（ニーズ）を導き出すことが大切ですね。
そして、よりよいケアプランにするためには合意が重要なポイントです。
今一度、「その人らしい暮らし」を考えていくために自分のケアマネジメントプロセス
　　　を振り返ってみましょう！
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＜定例研修会＞
「ストレスマネジメントについて」
講師：藤井　祐　医師
（Ｈ２３.６.１４（火）13：30～15：10　紀南こころの医療センター）
参加者／７５名
講師をされた、藤井医師は銀行マンから、中国へ留学して医学を学ばれ、その後、
紆余曲折を経て4年前に南和歌山医療センターへ赴任したのが臨床医のはじまりで、
それから2年後に現在のこころの医療センターへ移り、現在に至るという自分の経歴
を紹介しながら、自身がこのような道を歩んでこれたのは、ストレスをうまくコント
ロールできたからだと話され、講義に入られる。
ケアマネジャーの心理的ストレスは、人間関係から引き起こされる様々な問題を「
　　　防衛機制」にあてはめて考えると、ある程度、消化できるのではとのことから、「防衛
　　　機制」の説明に大半を割かれる。
「防衛機制」とは、切迫した状況の時に自分が傷つくのを防ぎ、自分自身を維持し
ようとする心の動きを言います。それは、不安や不快な気分になるのを防ぐ役割を果
たします。これは適応規制ともいいます。人により癖があり、それを見つけることも
ストレスの解消に役立つ時があるとされています。
「防衛機制」には様々な形があり、それをここではひとつひとつ取り上げませんが、
基本的には無意識に行われることなので、まずは冷静に相手や自分自身の言動を見直
し、それが「防衛機制」のどの形にあてはまるのかが分かれば「あっ、そうか、そう
いうことか。」と言動を理解できて、説明がつくことでストレスも消化できるというと
ころでしょう。
＜所感＞
バイスティックの7原則を思い出しました。
○統制された情緒的関与（自己覚知）
○意図的な感情表現　
この二つかなと感じました。詳しくは書きませんが、常に出てくる、対人援助の基
本原則です。時々、見直すのも良いかと思います。
講義の中では説明されませんでしたが、レジュメの中には「自律訓練法」も紹介さ
れていました。調べてみましたが、できれば、きちんとした指導者から指導を受ける
のがベストのようですが、訓練の公式を指示通りにできれば、一人でもできないこと
はないようです。興味のある方は調べて見られては・・・。


＜定例研修会＞
　　「第1回　施設ケアマネ研修会～施設介護計画の意義と考え方～」
講師：塩崎　真由美 氏（社会福祉法人 高瀬会）　
（Ｈ23.6.24（金）13：30～15：30　特別養護老人ホーム百々千園）
参加者／３７名
　
ケアマネジメント過程（施設介護計画の過程）では、アセスメント分析により、今
こういう状態だからこういう支援が必要であること掴んでおく。そして、ケアマネジ
ャーが全てのケアを作り上げるのではなく、関係するチーム全体で作り上げていくこ
とが重要であるとのことでした。
　　　　また、介護支援専門員の責務が生活相談員と重なるところがあり、必要であればそ
れぞれの施設で明確にしておく。施設の社会資源では、自分の施設では、何ができる
のかを、ケアマネジャーは把握しておく必要があるし、それを家族に示す必要がある。
そうでないと、その利用者にとっては、他の施設の方が適切だった場合も考えられる
からである。
　　　　また、施設では、出来ることが限られており、家族に対応をお願いすることがある
が、あれも出来ない、これも出来ないということではいけないので、見直す必要があ
るとのことでした。
　　　　個別ケアの理解では、居宅は、個別ケアになるが、施設では、どうしても個別化を
図ることが難しい状況となる。しかし、スタッフは、その利用者を知りたいという気
持ちを持つことで、それが少なからず個別化に結びついていくとの事でした。
　　　　また、自施設の問題点を突き詰めて分析して、一つ一つ問題解決をしていく姿勢が
必要で、現場のスタッフにどうしたら分かってもらえるかを常に考えていくことが重
要であるとのことでした。
　
○講義の後、８グループに分かれて、以下の項目について情報交換会が行われました。
＜グループワーク検討項目＞
①施設内での他職種（介護・看護・栄養士・リハ・医師・・・）との連携について
○ポイント：ケアプランと支援計画との総合性、チームケア、緊急時の連携
②本人・家族が望む暮らしをどの程度プランに反映でき、また実行できているか
○ポイント：画一的なプランではなく、その人らしさを生かしたプランになって
いるか。
　　　　　　　　　　　利用者や家族の意向をどの程度反映できているか。プランに基づき
実行できているか。
③その他


「第1回　施設ケアマネ研修会」の続き

＜主な発表内容＞
・現場と兼務をしているので、どうしても、現場にかかりきるので、ケアプラン作成
が後回しになってしまう。
・利用者自身は、自宅に帰りたいという訴えが多いのが現状である。家族と連携を取
りながら対応をしている。
・医療との連携が十分図れているところと、図れていない施設があり、連携が図れて
いない施設は、悩んでいる状態。
・新しくできて間がない施設では、ケアプランの実行がなかなか難しい状態。
・特定施設では、利用者の介護度が重度化しても、転園がなかなか難しい状態。
・在宅復帰が、年間一人から二人でほとんどいない。家族も、入所時にここで最期ま
でお願いしたいと希望されることが多い。
・ターミナル期の担当者会議に、家族は、参加してくれるが、普段は、行事の時や、
面会時に５分程度で、実のある担当者会議は、行えていない状態。
・アセスメントは、各担当者に話を聞いて行っている。
・担当者会議には、家族にできるだけ参加していただいている。予定を組んでおり、
それを各部署に回覧している。
・事故発生時や緊急時のこともあり、日頃から家族との関わりが重要。家族もチーム
の一員であるという考え方をしている。
・入所時に、本人が望む暮らしや、ターミナル期の聞き取りをしている。
・施設では、スタッフの中心になるのはケアマネジャーとなっていることが多い。他
職種が集まっての担当者会議を行うのが難しい。
・定期的に担当者会議を行っている。
○その他、多くの意見がありました。各施設のケアマネジャーが顔を合わせ、話をする
機会が今まであまりなかったので、情報交換できたことは大変良かったと思いました。

§　施設ケアマネ研修について　§
　　　
この研修では施設ケアマネの質の向上とネットワークづくりを目指しています。今後の
研修会でも、悩みを気軽に相談できて、仕事に役立つ意見交換の場となるよう企画してい
きます。
本年度は9月と3月に施設ケアマネ対象の研修会を開催予定です。研修会では「同じ施設種別」ではたらくケアマネの話が聞けるので、たくさんの施設ケアマネさんの参加をお待ちしています。
　　　　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　研修会のお知らせ
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※たくさんの方が会員になっていただくことで、協会の運営基盤が強化され、研修開催や意見の発信をしていく等の活動が支えられています。お近くに、入会されていない介護支援専門員さんがおられましたら、入会の声掛け、よろしくお願いします。
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＜定例研修会＞（支部後援）


テーマ：『１０５歳児からのメッセージ


‐人生に余りはない‐』


日　時：平成２３年８月２７日（土）


　　　　１５：４５～１７：４５


会　場：ガーデンホテル・ハナヨ


講　師：昇地　三郎　氏（教育学者）


参加費：無料


※事前申し込み不要


主　催：和歌山県保険医協会紀南支部





施設／居宅ケアマネ対象


＜定例研修会＞


テーマ：『いきいきとした生活を送る為に


～ＩＣＦの理解と地域リハビリテーション～』


日　時：平成２３年８月１０日（水）


　　　　１０：００～１２：００


会　場：上富田福祉センター２階


　　　　機能回復訓練室


講　師：中図　健　氏／作業療法士


（訪問看護ステーション　田辺メディカル）


参加費：会員＊無料　　非会員＊3,000円


※事前申し込み不要





　事務連絡　


◆Ｗｅねっとをはじめとする事務局からの連絡事項は、原則FAXにて行ないます。


その際、以前に送付確認させて頂いた宛先（事業所等）に送信いたしますので、その後は確実にそれぞれの会員のお手元に届くよう事業所内でご配慮お願いいたします。　　　　　　　　　※送付先変更等は随時、お知らせください。


※「Weねっと」はブログにも掲載しています。
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編集後記


　　今回、施設ケアマネジャーの方々と交流を持たせていただいて、皆さんが色々なところで苦労されていることや、日ごろ思っていることを、相談することができて良かったと思いました。


また、顔見知りになって、ケアマネ業務以外でも親睦を深めればと感じました。
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